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第６章 計画の基本方針・目標 

１ 本計画が目指す将来像 

南国市まち・ひと・しごと創生総合戦略（平成２７年９月策定）においては、南国市の目指

すべき方向として、「若者が希望を持ち、誰もが安心してくらすことのできるまち」と定めて

います。 

また、本市総合計画（平成 28 年 3 月策定）においては、将来像を「緑とまち 笑顔あふれ

る南国市」と定め、豊かな自然を暮らしの中に生かすとともに、充実した都市機能を備えた環

境の中で、だれもが、心豊かに過ごすことのできるまちづくりを実行するとしています。 

これらの方針や公共交通を取り巻く課題に対して公共交通が果たすべき役割等を踏まえ、本

計画において目指す将来像を次のとおり定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

誰もが安心して心豊かに過ごすことのできるまち 

を支える持続可能な公共交通 
 

目指す将来像 
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※凡例（図面にはこの表をEMF形式でリンク貼り付けしておるので、修正する場合はこの表を修正すること！

路線バス・乗合タクシー概要

市町村間運行

バス路線

市内運行

バス路線

スクールバス

乗合タクシー

①領石線・南国オフィスパーク線・田井線 ②神母木～高知工科大学

～龍河洞線・潮見台線

③前浜・パークタウン線

④種崎・望海ヶ丘・高知医療センター・後免線

⑤医大病院線 ⑥安芸線

⑦鏡岩～医大病院

～かもはら線

⑧医大病院～久枝線

⑨植田～JA高知病院線

⑩前浜～JA高知病院線

乗合タクシー

「せいらん」

乗合タクシー

「うめの里交通」

JR土讃線

ごめん・なはり線

路面電車

高知龍馬空港

植田

領石出張所

オフィスパーク

領石

久枝

前浜車庫

前浜

里改田

後免町

後免駅

下田村

高知医療センター

JA高知病院

高知大学医学部

附属病院

かもはら

立田前浜通

緑ヶ丘二丁目

潮見台ターミナル

成合

後
免
西
町

西高須通

一宮バスターミナル

⑪白木谷小

スクールバス

⑫奈路小

スクールバス

市役所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

奈路小

白木谷小
久礼田小

⑬久礼田小

スクールバス

白木谷通

南国市 公共交通網図（平成28年10月1日現在）

路線バス・乗合タクシー概要

市町村間運行 国庫補助 とさでん交通 ①領石線・南国オフィスパーク線・田井線

バス路線 ②神母木～高知工科大学～龍河洞線・潮見台線

③前浜・パークタウン線

④種崎・望海ヶ丘・高知医療センター・後免線

⑤医大病院線

⑥安芸線

県交北部交通 ⑦鏡岩～医大病院～かもはら線

市内運行 南国市補助 とさでん交通 ⑧医大病院～久枝線

バス路線 ⑨植田～JA高知病院線

⑩前浜～JA高知病院線

スクールバス 単独運行 教育委員会 ⑪白木谷小学校～保健福祉センター

⑫奈路小学校～保健福祉センター

⑬久礼田小学校～宍崎・植野

乗合タクシー 委託運行 ㈲いだいハイヤー 「せいらん」　　　　と領石の間

「うめの里交通」　　と白木谷通・医大の間

⑪
⑫

⑬

野田集落拠点

長岡集落拠点

岩村集落拠点

日章集落拠点

前浜集落拠点
三和集落拠点

稲生集落拠点

岡豊集落拠点

国府集落拠点

中心拠点

地域拠点

亀岩集落拠点

奈路集落拠点

白木谷集落拠点
久礼田集落拠点

大豊町

香美市

香南市

安芸市

高知市

高知市

幹線

幹線

補助幹線

支線

中心拠点

地域拠点

集落拠点

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼本計画が目指す将来像を踏まえ、将来公共交通体系イメージ図を以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼  将来公共交通体系のイメージ図 
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２  基本方針 

本計画が目指す将来像における公共交通の役割を果たしていくため、基本方針を以下のよ

うに定め、地域の実情に応じた公共交通体系を構築します。 

■ 基本方針１ 地域を支える利便性が高く持続可能な公共交通 

鉄道、路線バスなどは、市外及び拠点間を結ぶ重要な役割を担っており、既存の交通資

源を活かしつつ、その維持を図るため、社会の変化に応じた効率的で効果的な運行に向け

た取り組みを進める。 

また、公共交通空白地域における適切な移動手段の確保について検討を進める。 

■ 基本方針 2 まちづくりと連携し、地域の魅力や活力を高め、ひとの交流を促す公共交通 

  集約型都市構造の実現や観光、交流・移住促進など各種まちづくり施策と連携した取り

組みを進める。 

■ 基本方針 3 地域との連携による公共交通の利用促進 

公共交通の運行路線、ダイヤ、料金、利用方法等の情報をわかりやすく発信し、認知度

を高め、公共交通を身近に感じてもらうことで、利用促進を図る。 

  公共交通の利用啓発や顧客ニーズの反映などにより、地域で守り、地域を支える公共交

通という意識を醸成していく。 

 

3  計画の区域 

計画の区域は、南国市全域とします。 

 

4  計画の期間 

公共交通を取り巻く社会情勢の変化、本計画における検討・調整の時期を考慮し、計画期

間は２０１８年度 から ２０２２年度 まで（５年間）とします。 

 

5  計画の目標 

各基本方針の内容に即した計画の目標及び方針を以下に示します。 

（1）基本方針１ 地域を支える利便性が高く持続可能な公共交通 

【目標１】 社会の変化に応じた公共交通ネットワークの構築 

 ●利用者の減少により、収支率・平均乗車密度がともに低い路線について、減便や運行ルー 

トの変更を含めた見直しを行う。（事業①） 

   ●収支率が高いものの、平均乗車密度の低い路線については、利便性を向上させるために

運行形態や運行ルートの見直しを行う。（事業①） 

   ●効率性の悪いバス路線を廃止・再編し、乗合タクシーを導入する。（事業②） 

●多くの路線が重複するバス運行区間について、運行の調整等を行う。（事業③） 

●乗り継ぎ利便性の向上を図るとともに、生活に必要不可欠なバス路線の維持・確保を実

現したうえで、交通事業者との協議により、始発、最終便の増便について検討する。（事

業④） 

 

【目標 2】 交通空白地域における移動手段の確保 

●交通手段の確保が必要な公共交通空白地域等において、多様な手法による移動手段のな

かから、中心拠点及び地域拠点と集落を結ぶ最適な交通手段を検討する。（事業①）  
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（２）基本方針２ まちづくりと連携し、地域の魅力や活力を高め、ひとの交流を促す公 

共交通 

    【目標１】 中心拠点や地域拠点への公共交通による来訪促進   

   ●中心拠点への南北方向の基幹バス軸の設定を検討するとともに、中心拠点にアクセス

する路線相互間のダイヤや経路等を見直すことにより、中心拠点を訪れる人の移動利

便性の向上を図る。（事業①） 

●発着する便数や乗降客数が多く、移動の目的地や乗り継ぎ拠点となっている鉄道駅、

バス停において、路線図と組み合わせた方面別の時刻表や案内サイン等を整備し、利

用者にわかりやすい情報提供に努める。（事業②） 

●ＪＲ後免駅前広場の整備を検討することにより交通結節機能の強化をめざす。（事業

②） 

●市内には高速バス停が無く、観光・交流の促進や定住・二地域居住を推進するととも

に、市民の広域的な移動の利便性を確保するため、市内での高速バス停の設置につい

て検討する。（事業③） 

  ●市内での観光や交流の促進等の観点から空港から後免町駅等への乗合タクシー導入を

検討する。（事業③） 

 

 【目標 2】 観光客に対する情報提供とサービス向上 

●観光振興の情報発信と併せ、公共交通でのアクセスに関する詳細な情報提供を行う。

（事業①） 

●交通結節点や観光地周辺のバス停において、利用者にわかりやすいバス路線図・ダイ

ヤ等の情報提供を行う。（事業①） 

●観光地への利便向上を図るため、現在運行しているＪＲ後免駅発の観光タクシーの情

報発信に努めるとともに、新たなサービスについて関係機関とともに検討する。（事

業②） 

 

（３）基本方針 3 地域との連携による公共交通の利用促進 

【目標１】 公共交通に対する認知度向上と理解促進    

●市内の全世帯へ毎⽉配布される市広報等を活⽤して、情報提供を⾏う。（事業①） 

●鉄道、路線バスの交通結節点において、乗り換え等の情報提供を行う。（事業①） 

●市関連行事での積極的な公共交通利用を推進する。（事業①） 

    ●公共交通に関する出前講座を開催し、利用に関する啓発を行うとともに、今後推進し 

ていく事業等の情報提供を行う。（事業②） 

●公共交通に関する住民との意見交換、学識者による講演等を行う。（事業②） 

 

【目標 2】 公共交通利用促進策の推進 

●転入者向け、市内事業所向けのモビリティ・マネジメント施策について検討し、利用

を促進する冊子等を作成・配布する。（事業①） 

●利用者数や採算性などの達成状況に応じて、現行運行を継続する場合と減便廃止等の

見直しを行うかを判断する仕組みづくりを行う。（事業②） 
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▼基本方針と目標（まとめ） 

基本方針 目標  

【基本方針１】  

地域を支える利便性が高く持続可能

な公共交通  

【目標１】 

社会の変化に応じた公共交通ネットワーク

の構築 

【目標２】  

交通空白地域における移動手段の確保  

【基本方針２】  

まちづくりと連携し、地域の魅力や活

力を高め、ひとの交流を促す公共交通 

【目標１】  

中心拠点や地域拠点への公共交通による来

訪促進   

【目標 2】  

観光客に対する情報提供とサービス向上  

【基本方針 3】 

地域との連携による公共交通の利用

促進 

【目標１】 

公共交通に対する認知度向上と理解促進  

【目標 2】  

公共交通利用促進策の推進  
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第７章 目標達成のための施策・事業 

1  目標を達成するために行う事業 

 計画の目標を達成するために行う事業及び実施主体を、基本方針ごとに以下に示します。 

■ 基本方針１ 地域を支える利便性が高く持続可能な公共交通 

目標  事業内容 実施主体 実施時期 

【目標１】 

社会の変化に

応じた公共交

通ネットワー

クの構築 

事業①  収支率・乗車密度を踏まえた路線の見直し  
南国市 

バス事業者   

Ｈ30 年度検討 

Ｈ31年度以降実施 

事業②  交通モードの変更 

南国市 

バス事業者 

タクシー事

業者 

Ｈ30年度より、バ

ス路線の見直しに

あわせて実施 

事業③  
重複区間におけるダイヤや運行形態の見

直し  

南国市 

バス事業者 

関係者 

Ｈ30年度より、バ

ス路線の見直しに

あわせて実施 

事業④ 交通結節点における乗継改善  
南国市 

バス事業者 
Ｈ30 年度計画 

Ｈ31年度以降実施 

【目標２】  

交通空白地域

における移動

手段の確保  

事業①  
中心拠点及び地域拠点と集落を結ぶ最適

な交通手段の検討 

南国市 

交通事業者 

Ｈ30 年度検討 

 

■ 基本方針 2 まちづくりと連携し、地域の魅力や活力を高め、ひとの交流を促す公共交通 

目標  事業内容 実施主体 実施時期 

【目標１】  

中心拠点や地

域拠点への公

共交通による

来訪促進   

事業①  中心拠点へのバスサービスの改善 
南国市 

バス事業者 
Ｈ30 年度検討 

Ｈ31年度以降実施 

事業②  交通結節点の機能強化及び整備   

南国市 

バス事業者 

関係者 

Ｈ30 年度検討 

Ｈ31年度以降実施 

事業③  広域的な高速交通体系の活用 

南国市 

交通事業者 

関係者 

Ｈ30 年度検討 

Ｈ31年度以降実施 

【目標 2】  

観光客に対す

る情報提供と

サービス向上  

事業①  観光客への情報提供  
南国市 

交通事業者 

Ｈ30 年度検討 

Ｈ31年度以降実施 

事業②   観光地へのアクセス改善  
南国市 

交通事業者 

Ｈ30 年度検討 

Ｈ31年度以降実施 

■ 基本方針 3 地域との連携による公共交通の利用促進 

目標  事業内容 実施主体 実施時期 

【目標１】 

公共交通に対

する認知度向

上と理解促進  

事業①  公共交通に関する情報発信  
南国市 

バス事業者  

Ｈ30 年度検討 

Ｈ31年度以降実施 

事業②   地域との積極的な対話の実施  
南国市 

地域住民 

網形成計画策定後、

随時実施 

【目標 2】  

公共交通利用

促進策の推進  

事業①  地域と協働で取り組む公共交通利用促進    
南国市 

地域住民 

Ｈ30 年度検討 

Ｈ31年度以降実施 

事業②   公共交通の運行見直し手順の作成  
南国市 

バス事業者 

Ｈ30 年度検討 

Ｈ31年度以降実施 



 

85 

 

南国市の公共交

通の現状と課題 

課題解決に向

けた方向性 

▼基本方針及び目標と具体的事業の体系 

 

基本方針 目標  事業内容 

【基本方針１】  

 

地域を支える

利便性が高く

持続可能な公

共交通  

【目標１】 

社会の変化に

応じた公共交

通ネットワー

クの構築 

事業①  

収支率・乗車密度

を踏まえた路線

の見直し  

事業②  
交通モードの変

更 

事業③  

重複区間におけ

るダイヤや運行

形態の見直し  

事業④ 
交通結節点にお

ける乗継改善  

【目標２】  

交通空白地域

における移動

手段の確保  

事業①  

中心拠点及び地

域拠点と集落を

結ぶ最適な交通

手段の検討 

【基本方針２】  

 

まちづくりと

連携し、地域の

魅力や活力を

高め、ひとの交

流を促す公共

交通 

【目標１】  

中心拠点や地

域拠点への公

共交通による

来訪促進   

事業①  

中心拠点へのバ

スサービスの改

善 

事業②  
交通結節点の機

能強化及び整備   

事業③  
広域的な高速交

通体系の活用 

【目標 2】  

観光客に対す

る情報提供と

サービス向上  

事業①  
観光客への情報

提供  

事業②   
観光地へのアク

セス改善  

【基本方針 3】 

地域との連携

による公共交

通の利用促進 

【目標１】 

公共交通に対

する認知度向

上と理解促進  

事業①  
公共交通に関す

る情報発信  

事業②   
地域との積極的

な対話の実施  

【目標 2】  

公共交通利用

促進策の推進  

事業①  

地域と協働で取

り組む公共交通

利用促進    

事業②   

公共交通の運行

見直し手順の作

成  

 

【
将
来
像
】
誰
も
が
安
心
し
て
心
豊
か
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
を
支
え
る
持
続
可
能
な
公
共
交
通 

現況から 

 

・市内バス、鉄

軌道の利用者

数は維持され

ている。 

・路線の重複と

空白地（課題） 

・交通モード間

の乗継（課題） 

・持続可能な公

共交通（課題） 

市民アンケート

から 

 

・利便性、運賃、

ＰＲ不足によ

る他の移動手

段の選択（課

題） 

上位・関連計画

から 

・安心して心豊

かに過ごせる

まちづくりを

支える公共交

通ネットワー

ク維持・確保 

・コンパクト＋

ネットワーク

を実現する公

共交通ネット

ワークの形成 

・観光、移住・

交流人口増に

資する公共交

通 

・住民との協働 

・路線ごと最

適 な 交 通

モードの選

択による効

率性の追求 

・鉄軌道とバ

ス路線等の

連携 

・買物、通院

などに欠く

ことのでき

ない市民の

移動手段と

しての公共

交 通 の 維

持・確保 

・維持・確保

のうえ、利

便性向上の

取組等によ

る利用者増

をめざす 

・生活に不可

欠な公共交

通の維持・

確 保 に 加

え、利便性

向上による

利用者増を

通じ、地域

の公共交通

を持続可能

な都市イン

フラとする 

・乗継案内や

情報発信の

充実 

・運行に住民

要望を反映 
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2  計画の目標と具体的な事業内容 

事業を段階的に、着実に進めていくため以下のようなスケジュールで各種事業に取り組みます。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南
国
市

交
通

事
業
者

住
民

そ
の
他
の

関
係
主
体

2018
(H30)

2019
(H31)

2020 2021 2022

①収支率・乗車密度
　を踏まえた路線の
　見直し

○ ○

②交通モードの変更 ○ ○

③重複区間における
　ダイヤや運行形態
　の見直し

○ ○

④交通結節点におけ
　る乗継改善

○ ○

【目標２】
交通空白地域における
移動手段の確保

①中心拠点及び地域
　拠点と集落を結ぶ
　最適な交通手段の
　検討

○ ○ ○ ○

実施主体 実施スケジュール

事業内容目標

【目標１】
社会の変化に応じた公
共交通ネットワークの
構築

路線見直し

段階的に見直し実施

段階的に見直し実施

バス路線見直しに合わせ実施

段階的に見直し実施

実施計画策定

実施計画策定

実施計画策定

路線見直し

実施計画策定

交通手段検討

南
国
市

交
通

事
業
者

住
民

そ
の
他
の

関
係
主
体

2018
(H30)

2019
(H31)

2020 2021 2022

①中心拠点へのバス
　サービスの改善

○ ○

②交通結節点の機能
　強化及び整備

○ ○

③広域的な高速交通
　体系の活用

○ ○ ○

①観光客への情報提
　供

○ ○ ○

②観光地へのアクセ
　ス改善

○ ○ ○

目標 事業内容

実施主体 実施スケジュール

【目標１】
中心拠点や地域拠点へ
の公共交通による来訪
促進

【目標2】
観光客に対する情報提
供とサービス向上

運行形態見直

段階的に実施

合意形成後段階的に実施

随時実施

実施計画策定

実施計画策定

検討調整

検討調整

検討調整

MM

随時実施

随時実施

地域を支える利便性が高く持続可能な公共交通 基本方針 1 

基本方針 2 まちづくりと連携し、地域の魅力や活力を高め、ひとの交流を促す公共交通 
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南
国
市

交
通

事
業
者

住
民

そ
の
他
の

関
係
主
体

2018
(H30)

2019
(H31)

2020 2021 2022

①公共交通に関する
　情報発信

○ ○ ○

②地域との積極的な
　対話の実施

○ ○ ○

①地域と協働で取り
　組む公共交通利用
　促進

○ ○ ○

②公共交通の運行見
　直し手順の作成

○ ○

目標 事業内容

実施主体 実施スケジュール

【目標１】
公共交通に対する認知
度向上と理解促進

【目標２】
公共交通利用促進策の
推進

随時実施

随時実施

随時実施

確保するサー

ビス水準検討

運行見直し

手順作成
運行見直し手順に基づき運用

基本方針 3 地域との連携による公共交通の利用促進 
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基本方針１ 地域を支える利便性が高く持続可能な公共交通 

【目標１】社会の変化に応じた公共交通ネットワークの構築 

事業① 収支率・乗車密度を踏まえた路線の見直し 

❑事業内容 

 

・収支率・平均乗車密度がともに低い路線について、減便や運行ルートの変更を含めた見直しを行

います。 

・収支率が高いものの、平均乗車密度の低い路線については、利便性を向上させるために運行形態

や運行ルートの見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①領石線・南国オフィスパーク線・田井線 ②神母木～高知工科大学

～龍河洞線・潮見台線

③前浜・パークタウン線

④種崎・望海ヶ丘・高知医療センター・後免線

⑤医大病院線 ⑥安芸線

⑦鏡岩～医大病院

～かもはら線

⑧医大病院～久枝線

⑨植田～JA高知病院線

⑩前浜～JA高知病院線

乗合タクシー

「せいらん」

乗合タクシー

「うめの里交通」

JR土讃線

ごめん・なはり線

路面電車

高知龍馬空港

植田

領石出張所

オフィスパーク

領石

久枝

前浜車庫

前浜

里改田

後免町

後免駅

下田村

高知医療センター

JA高知病院

高知大学医学部

附属病院

かもはら

立田前浜通

緑ヶ丘二丁目

潮見台ターミナル

成合

後
免
西
町

西高須通

一宮バスターミナル

⑪白木谷小

スクールバス

⑫奈路小

スクールバス

市役所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

奈路小

白木谷小
久礼田小

⑬久礼田小

スクールバス

白木谷通

南国市 公共交通網図（平成28年10月1日現在）

路線バス・乗合タクシー概要

市町村間運行 国庫補助 とさでん交通 ①領石線・南国オフィスパーク線・田井線

バス路線 ②神母木～高知工科大学～龍河洞線・潮見台線

③前浜・パークタウン線

④種崎・望海ヶ丘・高知医療センター・後免線

⑤医大病院線

⑥安芸線

県交北部交通 ⑦鏡岩～医大病院～かもはら線

市内運行 南国市補助 とさでん交通 ⑧医大病院～久枝線

バス路線 ⑨植田～JA高知病院線

⑩前浜～JA高知病院線

スクールバス 単独運行 教育委員会 ⑪白木谷小学校～保健福祉センター

⑫奈路小学校～保健福祉センター

⑬久礼田小学校～宍崎・植野

乗合タクシー 委託運行 ㈲いだいハイヤー 「せいらん」　　　　と領石の間

「うめの里交通」　　と白木谷通・医大の間

⑪
⑫

⑬

市町村間運行バス

路線の重複

市町村間運行バス路線と

スクールバスの重複

市町村間運行バス路線と

市内運行バスの重複

医大久枝線：平均

乗車密度が低い

植田ＪＡ高知病院線

：平均乗車密度、収支

率が低い

前浜ＪＡ高知病院線

：平均乗車密度、収

支率が低い

高知市内完結型路線

工科大通学多い

市内運行バス路線と
スクールバスの重複

かもはら線：高知市

内の利用が大半 安芸線：後免町～安

芸駅間の利用が多い

医大病院線：高知市内完結型

路線。南国市民定期利用無し

緑ヶ丘地区～

県庁方面の

利用が多い

十市後免線：平均乗車密度

が低い

市町村間運行

バス路線と市

内運行バスの

重複

▼ 乗降調査結果に基づく主な路線の特徴
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事業② 交通モードの変更 

❑事業内容 

 

・効率性が低く、利便性の低いバス路線を廃止・再編し、乗合タクシーを導入します。 

①かもはら線 

【再編方針】  

  ●かもはら～医大病院～一宮バスターミナル区間 

  ●乗合タクシーの導入  

②医大病院線 

【再編方針】  

  ●減便  

  ●乗合タクシーの導入  

             

▼交通モードの変更イメージ 

 
 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かもはら線

領石・南国オフィスパーク・田井線

一宮バスターミナル

かもはら

医大病院

高知市 南国市現 行

改 編

医大線

交通モードの変更

路線の廃止・再編

一宮バスターミナル

かもはら

医大病院

高知市 南国市

高知市内

高知市内

県立美術館通

医大線 

●乗合タクシー

かもはら～医大病院～

一宮バスターミナル

かもはら線廃止

領石・南国オフィスパーク・

田井線の活用

●乗合タクシー

医大病院～県立美術館

●医大線(平日のみ運行)

医大線規模縮小
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事業③ 重複区間におけるダイヤや運行形態の見直し 

❑事業内容 

 

・多くの路線が重複する後免町とＪＡ高知病院の間について、運行の調整等を行います。 

▼バス路線の再編方針（案） 

路線名 再編方針 備考 

①前浜～ＪＡ高知病院線 
後免町以西は乗降客数が少

ないことから廃止する。 

・廃止区間は、他のバス路線の運行によ

りカバーすることとする。 

・路面電車、他の路線バスの活用 

②高知医大～久枝線     
新たに、後免西町～後免駅前

～土橋～小篭通を迂回する。 

・前浜～ＪＡ高知病院線の廃止区間の利

用者への対応。 

・路面電車、他の路線バスの活用 

③植田～ＪＡ高知病院線 
後免町以西は乗降客数が少

ないことから廃止する。 

・路面電車、他の路線バスの活用 

④安芸線      異動無し 
・後免町乗り入れ等によるハブ＆スポー

ク路線について検討 

⑤潮見台/龍河洞線 異動無し 
・後免町乗り入れ等によるハブ＆スポー

ク路線について検討 

 

▼重複区間におけるダイヤや運行形態の見直し表（案） 

 

重複路線名 重複区間 

①前浜～ＪＡ高知病院線 
現在 後免町～後免西町～後免駅前～土橋～小篭通～ＪＡ高知病院 

再編後 後免町～廃止 

②高知医大～久枝線     

現在 後免町～後免西町～小篭通～ＪＡ高知病院 

再編後 後免町～後免西町～小篭通～ＪＡ高知病院 

後免町～後免西町～後免駅前～土橋～小篭通～ＪＡ高知病院 

③植田～ＪＡ高知病院線 
現在 土橋～後免駅前～後免西町～後免町～東工業前～ＪＡ高知病院 

再編後 土橋～後免駅前～後免西町～後免町～廃止 

④安芸線      
現在 後免町～後免西町～小篭通～ＪＡ高知病院 

再編後 異動無し 

⑤潮見台/龍河洞線 

現在 農業高校前～後免駅前～後免西町～後免町～東工業前～ＪＡ高知病

院 

再編後 異動無し 

 

 

 

 

 

 

 

 


